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ENDO堺筋ビル　日建設計・大成建設

遠藤照明のヘッドクオータービル。ファサードが織りな
す「光のミルフィーユ」は、まちを柔らかく照らし出し建
築を大胆に浮かび上がらせる装置。照明器具メーカーにし
か表現できない社会性と象徴性を実現した。ここで知的生
産をするワーカーたちが光の重層に溶け込みファサードに
アクティブな活動を投影する「人と建物と光が融合する建
築」を目指した。水平ルーバーを持つメインファサードの
カーテンウォールには LED アッパーライトを埋め込み、中
央可変制御によりさまざまな夜の表情を創り出すことがで
きる。簡易エアフロー空調を採用、各所の照明にはセンサー
やタッチパネルによる調光・調色システムを導入し、状況
に応じた光の演出と省エネルギー化を実現している。
撮影：Kouji Okamoto（Techni Staff）　第 8回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール

塚島　健（つかじま・けん）
1981年 神奈川県相模原市生まれ
2005年 法政大学大学院修了
2005年 日建設計 設計部 入社
現　 在 日建設計 NAD室

関山泰忠（せきやま・やすただ）
1981年 茨城県水戸市生まれ
2006年 京都工芸繊維大学大学 

院修了
2006年 大成建設 入社
現　 在 大成建設 設計本部

■建物データ

建 築 主：株式会社 遠藤照明
設　　計：日建設計（基本設計・意図伝達）
　　　　　大成建設
施　　工：大成建設
所 在 地：大阪市中央区
用　　途：事務所
竣　　工：2015 年 3月
構造規模：S造
敷地面積：595.32 ㎡
建築面積：497.15 ㎡
延床面積：4,533.63 ㎡
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

彼
が
掲
げ
た
の
は
、﹁
大
地
性
の
復
権
﹂
と
い
う

テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ
の
根
底
に
は
、﹁
建
築
を
建
築

家
の
一
方
的
な
観
念
の
所
産
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
す

る
の
で
は
な
く
、
建
築
が
よ
っ
て
立
つ
そ
の
場
の

特
性
、
場
所
性
と
も
言
う
べ
き
広
範
で
具
体
的
な

条
件
に
丹
念
に
つ
き
あ
う
中
で
、
そ
の
あ
り
様
を

イ
メ
ー
ジ
す
べ
き
﹂
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

た
︵
藤
本
昌
也
﹁﹁
外
部
化
﹂
と
﹁
内
部
化
﹂
か

ら
の
検
討
﹂﹃
建
築
知
識
﹄
一
九
七
九
年
九
月
号
︶。

　

そ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
ま
ず
藤
本
が
手
が
け

た
の
が
、
同
じ
街
路
に
面
す
る
建
築
群
の
外
観
の

全
体
的
構
成
に
つ
い
て
の
分
析
だ
っ
た
。
住
宅
と

商
業
施
設
が
混
在
す
る
建
物
が
多
い
こ
と
や
裏
側

の
住
宅
地
へ
の
配
慮
、
都
市
的
な
街
路
空
間
の
魅

力
を
演
出
す
る
た
め
の
質
感
や
色
彩
の
検
討
な
ど
、

こ
の
場
所
の
特
性
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
つ
つ
、

建
築
的
機
能
と
空
間
を
模
索
し
て
い
っ
た
。
そ
の

結
果
、
建
主
の
英
断
も
得
て
、
許
容
さ
れ
た
容
積

率
三
〇
〇
％
を
あ
え
て
二
〇
〇
％
弱
に
抑
え
、
六

階
程
度
と
な
る
建
物
の
高
さ
も
三
階
に
と
ど
め
た
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
、
周
囲
が
高
層
化
す

る
中
に
あ
っ
て
も
、
洋
菓
子
本
店
と
し
て
の
風
格

　

近
年
、
東
京
の
街
か
ら
、
息
の
詰
ま
る
よ
う
な

印
象
を
受
け
る
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

空
間
の
す
べ
て
が
お
金
に
換
算
で
き
る
も
の
に
埋

め
尽
く
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
ら
で
は
な
い
の
か
。
た

し
か
に
、
高
額
な
地
価
の
下
で
空
間
利
用
を
最
大

化
し
よ
う
と
す
る
要
求
は
強
い
。
そ
れ
に
拍
車
を

か
け
た
の
が
、﹁
都
市
の
国
際
競
争
力
の
強
化
﹂
や

﹁
都
市
機
能
の
高
度
化
﹂
を
旗
印
に
、
二
〇
〇
二

年
に
制
定
さ
れ
た
都
市
再
生
特
別
措
置
法
と
い
う

容
積
率
を
大
幅
に
緩
和
す
る
打
出
の
小
槌
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
、
東
京
駅
の
周
辺
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
、
高
さ
二
〇
〇

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
超
高
層
ビ
ル
が
あ
っ
と
い
う

間
に
林
立
し
、
東
京
都
心
の
風
景
は
激
変
し
た
。

そ
れ
で
も
、
目
を
少
し
転
ず
れ
ば
、
空
間
利
用
の

最
大
化
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
良
質
な
た
た
ず
ま

い
を
実
現
さ
せ
て
街
に
溶
け
込
ん
で
き
た
先
駆
的

な
建
築
が
存
在
す
る
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ
る
。

そ
れ
が
、
一
九
七
八
年
に
竣
工
し
た
東
京
青
山
の

洋
菓
子
店
の
ヨ
ッ
ク
モ
ッ
ク
本
社
ビ
ル
で
あ
る
。

　

明
治
神
宮
か
ら
南
東
へ
伸
び
る
欅
並
木
の
美
し

い
表
参
道
は
、
約
一
ｋ
ｍ
先
で
直
交
す
る
青
山
通

り
が
起
点
と
な
る
。
そ
の
先
に
続
く
街
路
は
道
幅

が
狭
く
な
り
、
街
の
表
情
も
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

に
変
わ
る
。
奥
に
は
今
も
区
立
の
幼
稚
園
や
小
学

校
が
あ
り
、
閑
静
な
住
宅
地
が
広
が
る
。
七
〇
〇

ｍ
先
に
は
、
緑
に
包
ま
れ
た
根
津
美
術
館
が
あ

り
、
手
前
に
は
、
店
舗
と
住
居
兼
用
オ
フ
ィ
ス
の

複
合
商
業
ビ
ル
と
し
て
日
本
建
築
学
会
賞
を
受
賞

し
た
フ
ロ
ム
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ビ
ル
の
重
厚
な
外

観
が
見
え
る
。
こ
の
建
物
は
、さ
ら
に
そ
の
手
前
、

青
山
通
り
か
ら
わ
ず
か
三
五
〇
ｍ
の
一
等
地
に
あ

る
。
設
計
者
の
藤
本
昌
也
︵
一
九
三
七
年
～
︶
は
、

竣
工
時
に
次
の
よ
う
に
書
き
記
し
て
い
た
。

　
﹁
一
階
に
自
社
製
品
を
直
販
す
る
店
舗
と
喫
茶

部
分
を
配
し
た
三
階
建
て
、
一
〇
〇
〇
㎡
余
り
の

小
じ
ん
ま
り
と
し
た
建
物
だ
が
、
私
た
ち
の
事
務

所
に
と
っ
て
は
は
じ
め
て
手
懸
け
た
街
の
中
に
お

け
る
単
体
建
築
で
あ
り
、
楽
し
み
な
が
ら
す
み
ず

み
ま
で
丹
精
を
こ
め
て
つ
く
り
あ
げ
た
建
物
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。﹂︵﹃
新
建
築
﹄一
九
七
八
年
七
月
号
︶

　

藤
本
は
、
早
稲
田
大
学
在
学
中
の
一
九
五
九
年

に
、
写
真
家
の
二
川
幸
夫
の
紹
介
で
前
川
國
男
の

下
で
東
京
文
化
会
館
の
設
計
チ
ー
フ
を
務
め
て
い

た
大
髙
正
人
と
出
会
い
、
同
級
生
の
増
山
敏
夫
と

共
に
、
大
髙
と
槇
文
彦
が
一
九
六
〇
年
の
世
界
デ

ザ
イ
ン
会
議
で
発
表
す
る
都
市
計
画
の
方
法
論

﹁
群
造
形
﹂
の
作
成
に
携
わ
る
。
卒
業
後
は
独
立

後
の
大
髙
の
最
初
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
坂
出
人

工
土
地
や
広
島
基
町
高
層
ア
パ
ー
ト
な
ど
、
群
造

形
の
実
践
と
な
る
集
合
住
宅
を
相
継
い
で
担
当
し
、

一
九
七
二
年
に
同
僚
の
増
山
ら
と
共
に
自
ら
の
事

務
所
を
設
立
す
る
。
独
立
後
の
仕
事
は
、
水
戸
六

番
池
団
地
︵
一
九
七
六
年
︶
に
始
ま
る
地
方
の
集

合
住
宅
が
中
心
だ
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
の
東
京
青

山
に
建
つ
単
体
の
華
や
か
な
商
業
施
設
で
あ
る
。

さ
ぞ
か
し
胸
躍
ら
せ
る
仕
事
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

と
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
の
独
自
性
を
守
ろ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、空
間
構
成
の
方
法
も
、

そ
の
線
に
沿
っ
て
明
解
に
施
さ
れ
た
。す
な
わ
ち
、

鮮
や
か
な
ブ
ル
ー
色
の
タ
イ
ル
に
包
ま
れ
た
直
方

体
が
端
正
で
直
截
な
外
皮
と
な
っ
て
街
角
を
形
づ

く
り
、
そ
の
一
部
を
く
り
抜
い
て
つ
く
ら
れ
た
中

庭
を
取
り
囲
む
内
皮
に
は
光
沢
の
な
い
白
い
タ
イ

ル
が
貼
ら
れ
る
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
寡

黙
な
外
皮
に
守
ら
れ
た
内
被
は
、
樹
木
や
窓
辺
の

緑
と
共
に
、
店
舗
や
喫
茶
、
上
階
の
本
社
機
能
の

開
口
部
な
ど
、
中
庭
の
周
り
に
展
開
す
る
多
彩
で

華
や
か
な
雰
囲
気
を
つ
く
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

竣
工
か
ら
二
〇
年
後
、
藤
本
は
、
自
ら
の
経
験
を

踏
ま
え
て
、
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
に
求
め
ら
れ
る

使
命
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

　
﹁
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
と
は
何
か
。
私
の
定
義

に
従
え
ば
、
そ
れ
は
、
都
市
生
活
を
支
え
る
＂
公

空
間
＂
の
あ
り
様
を
考
え
、
そ
の
総
合
的
な
空

間
演
出
を
図
る
こ
と
、︵
中
略
︶
別
の
言
い
方
を

す
れ
ば
、
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
は
＂
図
︵
建
築
︶＂

と
＂
地
︵
空
地
︶＂
の
関
係
に
お
け
る
＂
地
＂
と

の
あ
り
様
を
問
う
て
い
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
言

え
ば
、
そ
れ
は
＂
地
＂
そ
の
も
の
の
あ
り
様
で
は

な
く
、＂
地
＂
と
＂
図
＂
の
応
答
関
係
の
中
で
生

ま
れ
る
＂
地
＂
の
空
間
の
あ
り
様
を
問
う
て
い
る

の
で
あ
る
。﹂︵
藤
本
昌
也
﹃
大
地
性
の
復
権
﹄
住

ま
い
の
図
書
館
出
版
局
一
九
九
八
年
︶

　

こ
こ
に
示
さ
れ
た
公
空
間
の
あ
り
様
を
地
と
図

と
の
応
答
関
係
の
中
で
問
お
う
と
す
る
姿
勢
は
、

す
で
に
こ
の
建
物
で
実
践
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
思

う
。
現
在
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
は
、
そ
の
使
命

と
方
法
の
確
か
さ
を
私
た
ち
に
伝
え
て
い
る
。

エントランスから見た中庭の風景

北側の街路から見た建物全景

ヨックモック本社ビル　1978 年
小さな「街の建築」の公共性

記憶の建築
松隈　洋
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INFORMATION

子ども施設と地域との共生に向けて
〜大阪府が騒音配慮の手引を作成〜

大阪府では、保育所・幼稚園など子ども施設に
おける騒音等のトラブルを未然防止するため、本
年1月子ども施設を開設する関係者向けに「子ど
も施設環境配慮手引書」を作成しました。
本手引書では、保育所などに寄せられるさまざまな
騒音苦情等の事例から、その特徴・対策手法を紹
介しています。子ども施設が地域と共生するために
も、施設新設時に住居側に園庭を置かないなどの
施設配置や、防音効果の高い二重サッシを検討
するなど、設計段階での取り組みが効果的です。
子ども施設の設計時には、是非、ご一読ください。
問合　大阪府環境農林水産部環境管理室
　　　交通環境課　騒音振動グループ
　　　Tel.06-6210-9588
http://www.pref.osaka.lg.jp/kotsukankyo/
oto/kodomo_tebiki.html

建築物の省エネルギー基準『モデル
建物法入力実務講習会』（大阪会場）
6/7

2017年4月から大規模非住宅建築物の省エネ
基準適合義務化が始まり、対象建築物は建築確
認の際に、省エネ基準に適合していることの判定
を受ける必要があります。申請時や着工後の省
エネに係る仕様変更時に省エネ計算は必須知
識になります。そこで、初めてモデル建物法の入力
を体験する方向けに少人数で実際にPCを使い

　　　14：00〜17：00
　　　　耐震改修工事説明と能の体験学習
　　　　及び館内見学
　　　　（終了後　懇親会を予定）
定員　約50名（申込先着順）
参加費　会員1,500円　会員外2,500円
　　　　（体験講座代、資料代等含む、懇親会費別）
※舞台上体験ご希望の方は白足袋をご持参
　ください。レンタル（300円）あり。

建築士会周知ポスター（全国版）デ
ザイン案 募集

日本建築士会連合会では、建築士の職能を
一般消費者にアピールすると共に、建築士会
の理念や事業活動を社会に広く発信し、この
先の建築士会入会促進に繋がる全国共通の
ツールとしてのポスターを製作するため、全国の
建築士会会員の皆様から斬新かつユニークな
ポスターデザインのアイデアを募集します。
賞　最優秀作品1点及び優秀作品数点
　　副賞（最優秀作品：10万円、優秀作品：1万円）
応募資格

士法に基づく建築士で47都道府県のいずれか
の建築士会の正会員であること。他、条件有。

応募受付期限　5月31日（水）17時必着
入選作品の発表　6月中旬
詳細は以下のホームページをご覧ください。
http://kenchikushikai-seinen.org/?p=2738
問合・提出先　（公社）日本建築士会連合会
　　　　　　  Tel.03-3456-2061

定員　各120名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界

耐力計算による耐震診断・耐震改
修に関する簡易計算マニュアル）

建築士の会 南河内
天野酒西條合資会社 旧店舗修復活
用計画の現場見学&烏帽子形八幡神
社等高野街道の古建築・城址を巡る
5/13　CPD3単位（予定）

南海高野線「三日市町駅」を起点とし、八木家
住宅主屋、旧三日市交番のある三日市宿、沿
線の諸寺を経つつ高野街道を北上し、中世に
始まる烏帽子形八幡神社、烏帽子形城址を見
学します。最終目的地である天野酒西條合資
会社に入る前に長野神社を見学します。本命
の旧店舗修復工事は、瓦を下した屋根下地を
含めて、金剛寺解体修理に携わった宮大工に
よる構造材の修復状況の説明を受けながら現
場見学します。懇親会場は、見学現場から徒歩
5分の店を用意しています。
日時　5月13日（土）　
　　　13：30集合〜16：30解散
集合場所　南海高野線「三日市町」駅改札付近
定員　30名（申込先着順）
参加費　会員1,500円　会員外2,000円
　　　　（拝観料、資料代含む。）
※見学会終了後、懇親会を予定しています。
　（会費は別途4,000円必要）

建築士の会「大阪市東」・ヘリテージ部会・女性分科会共同
新入会員歓迎企画
―国の登録有形文化財改修解説と能鑑賞の基本講座―

「山本能楽堂」見学会　
5/20　CPD3単位

文化庁・重要建造物等公開活用事業による全
国初のモデルケースとして3年間の耐震改修工
事が完成。大阪で一番古い木造の能楽堂として
普段見られない、能舞台の表と裏を「まるごと公
開」し耐震改修説明と能の基本講座で能の魅力
を身をもって体験して貰う贅沢な企画です。
日時　5月20日（土）　13：40
　　　　大阪市営地下鉄 谷町4丁目駅
　　　　地下北改札出口前集合

ながら入力実務を学べる講習会が開催されます。
主催　日本ERI株式会社
日時　6月7日（水）　10：00〜17：00
会場　新大阪丸ビル別館
定員　約50名　参加費　32,400円（税込）
申込　申込、詳細は以下のHPをご覧ください。
http://www.j-eri.co.jp/ericlub/eri_tekihansemi.html

第14回村野藤吾建築設計図展
村野藤吾とクライアントー近鉄の仕事を通して
開催中〜6/10

村野藤吾の建築作品の中には同じクライアント
（施主）から継続的、断続的に設計を依頼された
ものが多数含まれています。中でも、戦前から戦
後にかけて約50年間に渡って村野にとっての特
別なクライアントであり続けたのが、近鉄（近畿日
本鉄道）です。今回の展覧会では、近鉄を事例と
して取り上げながら村野とクライアントの関係に
焦点を当て、ひいては「近代建築とクライアント」
という、これまで見過ごされてきた大きなテーマに
ついて考えるための契機にしたいと思います。
主催　京都工芸繊維大学美術工芸資料館
　　　村野藤吾の設計研究会
期間　開催中〜6月10日（土）
休館日　日曜、祝日
開館時間　10：00〜17：00（入館は16時30分まで）
会場　京都工芸繊維大学美術工芸資料館
　　　（地下鉄烏丸線松ヶ崎駅下車徒歩8分）
入館料　一般200円
問合　京都工芸繊維大学美術工芸資料館
　　　Tel.075-724-7924
http://www.museum.kit.ac.jp/

幻燈で見る各地の明治・大正・昭和
の建築の保存と開発について5
5/20

関西の明治・大正・昭和の建築保存の現況は厳し
いですが、解体計画を乗り越えて保存された各地
の建築の現況をスライドで見ながら語り合います。
日時　5月20日（土）　11：00〜
会場　堺市立東図書館
講師　明治建築研究会代表 柴田正己
問合　明治建築研究会
　　　Tel.090-4289-1492
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セミナー風景

Others
その他のお知らせ

Administration
行政からのお知らせ

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
地下鉄「谷町4丁目駅」1-B出口すぐ
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/
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INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページの WEB 申込システムから簡単に申込みができます。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

新刊書のご案内
大阪府監修

「建築物の省エネ設計技術」
〜省エネ適判に備える〜

本会の特別委員会（委員長：近本智行立命館
大学教授）は、省エネ技術書「建築物の省エネ
設計技術」を5月1日に発刊しました。
本書は2020年までに進められる建築物の省エ
ネ基準適合義務化を見据え、建築実務者の対
応について、省エネ制度の全容や基準の算出
方法、非住宅･住宅に生かせる45の省エネ技術
と設計のポイントについて丁寧に解説しており、
省エネの実務書として実践でご活用ください。
書名　「建築物の省エネ設計技術」〜省エネ
　　　適判に備える〜
監修　大阪府
内容　B5変型判　188ページ（オールカラー）
　　　1章　省エネ性能に優れた建築事例
　　　2章　省エネ制度（建築物省エネ法、非
　　　　　 住宅･住宅の省エネ基準、省エネ 
　　　　　 計算方法など）
　　　3章　省エネ設計技術
発行　学芸出版社
価格　定価3,454円
販売　全国の大型書店、ネット書店
　　　本会事務局でも販売：
　　　　本会会員価格3,000円（税込）

大阪府知事指定講習
既存木造住宅の耐震診断・改修講
習会《一般診断法講習会》
6/27・9/8・12/7・2/9　CPD5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村
の木造住宅耐震診断等の補助を受けることが
できる技術者として名簿に掲載します。（本講習
は、国土交通大臣登録講習ではありません。）
日程　①6月27日（火）　②9月8日（金）
　　　③12月7日（木）
　　　④平成30年2月9日（金）
時間　10：00〜15：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　各100名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,200円（2012年改訂版木造住
　　　　　宅の耐震診断と補強方法）

大阪府知事指定講習
既存木造住宅の耐震診断・改修講
習会《限界耐力計算法》
8/4・1/30　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。この機
会に限界耐力計算法の技術を修得され、今後
の業務に活用されますようご案内いたします。
日程　①8月4日（金）　②1月30日（火）
時間　9：30〜16：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車

既存住宅状況調査技術者講習
新規講習6/19、8/22、9/6　CPD各5単位
移行講習6/23、7/20、8/24　 CPD各3単位

平成28年2月に宅地建物取引業法が一部改
正され、平成30年4月から既存住宅の売買時に

「既存住宅状況調査」の説明が義務付けられ
る予定です。調査の実施は、登録機関の講習
を修了した建築士のみに認められている新たな
建築士業務です。なお、従来のインスペクター
登録者は同調査を実施できませんが、その方々
を対象に規定の講義の一部を免除した「移行
講習」も開催します。ぜひこの機会に本講習を
受講いただき、新たな建築士業務の資格を取
得してください。
<新規講習>
日時　6月19日（月）、8月22日（火）
　　　9月6日（水）　10：00〜18：00
会場　大阪YMCA国際文化センター
　　　各回定員200名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込21,060円
　　　　郵送申込21,600円
<移行講習>
日時　6月23日（金）、7月20日（木）
　　　8月24日（木）　13：00〜17：45
会場　たかつガーデン
　　　各回定員180名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込16,740円
　　　　郵送申込17,280円
<申込方法>
5/8より日本建築士会連合会HPにて申込受
付を開始します。
http：//www.kenchikushikai.or.jp/

大阪府知事指定講習
建築物省エネ法・省エネ設計技術
講習会
6/22、7/25　CPD各4単位（予定）

2015年7月に建築物省エネ法が制定され、
2017年4月から省エネ適合性判制度が導入さ
れました。また2020年までに住宅を含むすべて
の建築物の省エネ基準への適合の義務化が
予定されています。本講習では、本会の省エネ
特別委員会作成、大阪府監修による「建築物
の省エネ設計技術」をテキストとして、大阪府建
築指導室担当官や執筆者等が講師として、住
宅・非住宅建築物の省エネ基準や評価方法、
適合性判定制度、省エネ表示制度などの建築
物省エネ法や、省エネ性能を向上させる設計技
術についてわかりやすく説明します。
日時　6月22日（木）、7月25日（火）
　　　13：20〜18：00
会場　たかつガーデン
内容　①省エネ適合性判定制度・大阪府温暖

化の防止等に関する条例の改正、②建
築物省エネ法の概要・省エネ性能表示
制度等、③非住宅・住宅建築物の省エ
ネ基準・省エネ計算、④建築物の省エ
ネ設計技術

定員　各回200名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,000円
　　　　一般5,000円（テキスト代別途）
テキスト　「建築物の省エネ設計技術」
　　　　（大阪府監修）　発行：学芸出版社
　　　   特別価格：3,000円（税込）

既存建築物耐震診断等の評価・評
定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及び
耐震補強計画について、専門的観点のもとに
審査・審議を行い、妥当であると認める申込案
件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

一級建築士試験案内

◇受験申込の配布
　期間　4月7日（金）〜5月15日（月）
　　　　（土、日、祝日は除く。但し5/13（土）、
　　　　 5/14（日）は配布します。）
　時間　9：30〜17：00
　場所  大阪府建築士会事務局
◇受験申込受付
　期間　5月11日（木）〜5月15日（月）
　　　　（土、日も受付ます。）
　時間　10：00〜17：00
　場所　大阪府建築士会事務局
◇学科試験日　　　7月23日（日）
◇設計製図試験日　10月8日（日）

建築士定期講習
6/19、7/28、8/24、9/22
CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
26年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず受講して
ください。
日程・会場
　6/19（月）　大阪国際交流センター

　　　　　  定員200名　会場コード5C-51

　7/28（金）　大阪国際会議場
　　　　　  定員300名　会場コード5C-02

　8/24（木）　大阪国際交流センター
　　　　　  定員200名　会場コード5C-52

　9/22（金）　大阪府建築健保会館
　　　　　  定員90名　会場コード5C-03

時間　9：25〜17：00
申込必着日　6/19（月）講習：5/15（月）
　　　　　　7/28（金）講習：6/23（金）
　　　　　　8/24（木）講習：7/20（木）
　　　　　　9/22（金）講習：8/18（金）
※各回定員に達し次第、受付を終了します。
受講料　12,960円（消費税含）
申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
5/30、6/29、7/20、9/13、11/9、1/18、2/15、3/7
CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験豊富
なベテラン技術者の講師による解説と映像で、
実務に役立つ情報を提供いたします。なお、監
理技術者以外の建築士や技術者の方も受講
が可能です。日頃の工事監理業務に役立ちま
すので、ぜひご受講下さい。
日程　5/30（火）、6/29（木）、7/20（木）、
　　　9/13（水）、11/9（木）、1/18（木）、　
　　　2/15（木）、3/7（水）
時間　8：55〜17：00
会場　大阪府建築健保会館
定員　各回90名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページから
　　　お申込みください。
http：//www.kenchikushikai.or.jp/
torikumi/news/2015-07-28-2.html

建築士法にもとづく建築技術講習会
これだけでわかる 建築基準法!
5/19　CPD5単位

昨年、満席で好評を博しました「これだけでわか
る 建築基準法!」を今年も開催致します。今回
は、新たに2人の講師も加わり、よりパワフルな
布陣で解説して頂きます。一級・二級・木造建
築士の学科試験に向けて準備を始めたい方、
設計実務に役立つ法令知識をもう一度学び直
したい方を対象に、建築基準法・同法施行令か
ら関連法規までを学ぶ講習会となります。
日時　5月19日（金）　13：30〜18：30
会場　大阪府建築健保会館
内容　概要・総則、一般構造・建築設備規定、

防火・避難規定、構造強度規定、都市
計画関係規定、建築士法・関連法規

定員　110名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員4,000円
　　　　後援団体会員4,500円
　　　　一般5,000円

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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 3/27 国土交通省建築指導課協議
 3/28 大阪府収用委員会
 3/29 あすなろ夢建築表彰式
  国土交通省中央建築士審査会
 3/30 日本建築協会 100 周年記念式典
 4/ 6 修成建設専門学校入学式来賓
 4/11 大阪府収用委員会　
 4/13 大阪弁護士会ラジオ収録ゲスト
 4/19 正副会長会議、理事会
  大阪弁護士会新任役員来会
 4/21 日本積算協会近畿支部総会
 4/25 プレハブ建築協会関西支部総会

大阪府の山下久佳住宅まちづくり部長、
前田栄治技監が就任、芝池利尚理事が留
任の挨拶のために 4 月 4 日に来会され、
本会役員と意見交換しました。
堤前部長との良好な関係を、これまでど
おり継続していきたいとの山下新部長の
ご挨拶があり、住宅まちづくり部が作成
した、大阪の大きな方向性を示す「グラ
ンドデザイン ･ 大阪」に基づく魅力ある
都市空間の創造に向け、民間とのオール
大阪体制で実現していく決意を示されま
した。本会としても、社会貢献活動を中
心に相互の協力体制をより強固にして、
建築行政の推進に寄与することを話し合
いました。

大阪弁護士会の小原正敏会長、折田・島
尾・谷・中森・橋口・山川の各副会長が
29 年度役員就任挨拶のために 4 月 19 日
に来会され、本会の正副会長でお迎えを
いたしました。
3 月 6 日の両会の相互協力に関する覚書

の締結に則り、災害時の
被災者支援や建築紛争
解決に向けて、なお一層
の協力関係を構築する
ことを確認しました。

石貫方子氏（パナソニック㈱エコソ
リューションズ社勤務）は、3 月度理事
会の承認を受け、本年度から副会長に就
任されました。本会の副会長は平成 26
年から 1 名欠員の 4 名体制でしたが、本
会活動の拡大 ･ 活発化を受けて、本年度
から本来の 5 人体制としたものです。
石貫氏はこれまで社会貢献委員会の委員
長として、地域活動を中心にまちづくり
事業等で活躍され、地元行政との連携に
も尽力されました。副会長の職責として
は、研修事業を担当され、建築士の建築
技術向上に取り組まれることになってお
り、今後の活躍が期待されます。

平成 29 年の二級・木造建築士試験申込
受付が 4 月 24 日（月）に終了しました。
大阪における申込者数は、二級学科が
1,848 名（昨年 1,881 名）、二級設計製図
が 388 名（昨年 283 名）、木造学科が 98
名（昨年 77 名）、木造設計製図が 10 名（昨
年 13 名）でした。
なお、一級建築士試験の受付は、5 月 11
日（木）～ 5 月 15 日（月）に行います。

平成 28 年度の第 61 回大阪建築コンクー
ルの最終審査を 3 月 30 日に行いました。
審査の結果、大阪府知事賞部門では大阪
府知事賞 2 点、特別賞 1 点、渡辺節賞部
門では奨励賞 1 点が選ばれ、渡辺節賞の

該当者はなしとなりました。受賞者は以
下のとおりです。なお、表彰式は、5 月
25 日の本会定時総会にて行います。

【知事賞部門】
知事賞：横関正人・横関万貴子／一級建
築士事務所 ㈲ NEO GEO（今井町の家）、
柳川賢次／㈲柳川賢次建築設計事務所

（つつじヶ丘の家）、特別賞：児玉謙／㈱
日建設計（ダイキン工業 テクノロジー・
イノベーションセンター）

【渡辺節賞部門】
奨励賞：堤庸策／ arbol（西三国の家）

本会では、建築士の省エネ技術向上を
図っていただくため、昨年 7 月に特別委
員会（委員長：近本智行立命館大学教授）
を設置し、建築物の省エネに関する技術
書「建築物の省エネ設計技術」の編集に
取り組んできましたがこの程完成し、大
阪府に監修をいただき、学芸出版社から
出版しました。
本書では、建築物省エネ法や建築物の省
エネ性能を向上させるための技術 ･ 評価
方法などをわかりやすく解説しておりま
す。また、本書をテキストとした講習会
を 6 月 22 日及び 7 月 25 日に開催します
ので、会員の皆様におかれましてはぜひ
受講下さい。

本年度の地域貢献活動助成には、昨年度
助成した 1 団体からの応募があり、審査
の結果、昨年度に引き続き、継続活動と
して助成することが決りました。
本活動は、阿倍野区内に現存する木造町
屋・長屋を調査 ･ 分析・記録することで
歴史的建築物を将来へ継承する資料と
し、専用ホームページによる公表や案内
マップ等を作成して、区役所や図書館で
配布するというものです。
助成額は 10 万円の予定です。

動静レポート

「建築物の省エネ設計技術」を発刊

研修委員会

地域貢献活動助成団体決まる

社会貢献委員会

会長動静

石貫方子氏が副会長に就任

運営委員会

二級・木造建築士試験申込状況

運営委員会

第 61 回大阪建築コンクール入賞者
決まる

建築表彰委員会

弁護士会小原会長が就任挨拶のため
来会

運営委員会

大阪府山下住宅まちづくり部長が就任
挨拶のため来会

運営委員会

小原会長

来会された大阪弁護士会役員の皆さん
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既存住宅の売主・買主が安心して売買で
きる環境を整備するために宅地建物取引
業法の一部が改正され、平成 30 年 4 月
より以下の内容が施行されます。

1 媒介契約の締結時に、建物状況調査を
実施する者のあっせんに関する事項を
記載した書面の依頼者への交付

2 買主等に対して、建物状況調査の結果
の概要等を重要事項として説明

3 売買等の契約の成立時に、建物の状況
について、当事者の双方が確認した事
項を記載した書面の交付

建築士会では昨年度までインスペク
ター講習を行ってきましたが、これまで
の講習は長期優良住宅化リフォーム推
進事業における現況検査を行うもので
あり、宅地建物取引業法による既存住宅
状況調査は実施できません。
今回の既存住宅状況調査は、新たな制度
として今年度より講習会を行います。

総務省統計によると、2013 年の空家率
（総住宅数に占める空き家の割合）は
13.5%となり、新築住宅も増える中、既
存住宅の流通状況は他の欧米諸国にくら
べて 1/6 ～ 1/5 程度の低い水準と言われ
ています。大阪府内市町村の空き家率に
ついてみると、大阪府平均では 14.8%、
岬町（19.0%）が最も高く、次いで四條
畷市（18.1%）、 門真市（17.4%）、大阪市

（17.2%）、東大阪市（16.3%）と空家率の
高い市町村もあります。

本会では、大阪市など府内の市町村が設
置する空家対策協議会に、建築士を委員
として派遣しており、特定空家の対処を
はじめ空家の管理と活用について議論し
ております。
空家が増加する中、一つの解決方策とし
て建物取引の際に専門家による建物状況
調査を行い、既存住宅の流通を促進する
ことになりました。

Topics

既存住宅状況調査は建築士だけに認めら
れた業務です。国土交通省に登録した講
習機関の講習を受講し、修了考査に合格
したものは、受講講習機関に登録されま
す。資格は 3 年ごとの更新制です。

既存住宅状況調査の方法は国交省告示に
規定されております。構造種別で木造、
鉄骨造、RC 造ごとに「構造耐力上主要
な部分」と「雨水の浸入を防止する部分」
についての告示に沿った調査を行う必要
があります。たとえば、構造では基礎の
ひび割れ、床の傾斜、柱の傾斜などの確
認です。著しい蟻害、腐朽についても点
検口などから覗ける範囲で目視、打診、
触診などの方法で確認します。木造の小
規模住宅（階数 3 以下延べ床面積 500㎡
未満）は基礎の劣化が
無い場合を除き、鉄筋
探査も必要です。雨水
については外壁、天井、
屋根などの雨漏り跡の
調査を行います。戸建
て住宅だけではなく、
対象住宅が共同住宅等
である場合にも住戸型
調査、住棟型調査に合
わせて調査方法の基準
が明示されています。
そして、国土交通省が
定める建物状況調査報
告書の様式により調査
結果を整理します。

本会では平成 29 年 6
月 19 日より講習を開
始します。詳細な日程
および会場は封入のチ
ラシをご覧の上お申し
込みください。すでに
建築士会インスペク
ターの資格を有する建
築士は技術基準につい
ての講座内容が一部免

除される移行講習を受講できます。他の
講習団体に登録されている長期優良住宅
化リフォーム推進事業の建築士インスペ
クターの方も、本会の講習を受講できます。
また講習を修了された本会会員は本会イ
ンスペクション専門部会に加入すること
で、調査方法の技術的なバックアップや、
調査技術のス
キルアップを

図る勉強会に
参加可能です。
また消費者等
からの調査業
務の受け入れ
も検討してい
ます。

□

□

□

□ □ □

　 劣化事象等 　劣化事象等

 有  無 調査できなかった  有  無 調査できなかった

基礎 □ □ □ 外壁 □ □ □

土台及び床組 □ □ □ 軒裏 □ □ □

床 □ □ □ バルコニー □ □ □

柱及び梁 □ □ □ 内壁 □ □ □

外壁及び軒裏 □ □ □ 天井 □ □ □

バルコニー □ □ □ 小屋組 □ □ □

内壁 □ □ □ 屋根 □ □ □

天井 □ □ □

小屋組 □ □ □

その他

（蟻害） □ □ □

（腐朽・腐食） □ □ □

（配筋調査） □ □ □

（コンクリート圧縮強度） □ □ □

□

□

建
　
物
　
状
　
況
　
調
　
査

各部位の劣化事象等
の有無

※調査対象がない部
位は二重線で隠すこ
と

不明
確認した書類の
名称

耐震性に関する書類の確認 □ 適合 □ 不適合 □

号
知事登録

所属事務所名

建築士事務所登録番号 知事登録 第 号

建築士登録番号
大臣登録

第

階数 地上

建
物
状
況
調
査
実
施
者

調査実施者の氏名

調査実施者への講習の
実施講習機関名及び
修了証明書番号

建築士資格種別 □ 一級 □ 二級 □ 木造

□ その他（混構造等）

階 延床面積

本調査の実施日

　調査の区分
一戸建ての住宅

共同住宅等　　（ 住戸型 住棟型　）

＜構造耐力上主要な部分に係る調査部位＞
＜雨水の浸入を防止する部分に
　　　　　　　　係る調査部位＞

劣化事象等の有無
建物状況調査基準に基づく劣化事象等の有無
（下の『各部位の劣化事象等の有無』欄も記入すること）

□ 有 □ 無

□ 木造 □

階・地下

鉄骨造

建物状況調査の結果の概要（調査報告書用）

作成日

部屋番号 号室

建
　
　
物

建物名称 様邸

所在地

㎡

構造種別

（第2面）

住居表示

地名地番

（共同住宅の場合）
マンション
等の名称

【木造・鉄骨造】
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天井 □ □ □

小屋組 □ □ □
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（配筋調査） □ □ □

（コンクリート圧縮強度） □ □ □
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共同住宅等　　（ 住戸型 住棟型　）

＜構造耐力上主要な部分に係る調査部位＞
＜雨水の浸入を防止する部分に
　　　　　　　　係る調査部位＞

劣化事象等の有無
建物状況調査基準に基づく劣化事象等の有無
（下の『各部位の劣化事象等の有無』欄も記入すること）

□ 有 □ 無

□ 木造 □

階・地下

鉄骨造

建物状況調査の結果の概要（調査報告書用）

作成日

部屋番号 号室
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物
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所在地

㎡

構造種別

（第2面）

住居表示

地名地番

（共同住宅の場合）
マンション
等の名称

【木造・鉄骨造】

□

□

□

□ □ □

　 劣化事象等 　劣化事象等

 有  無 調査できなかった  有  無 調査できなかった

基礎 □ □ □ 外壁 □ □ □

土台及び床組 □ □ □ 軒裏 □ □ □

床 □ □ □ バルコニー □ □ □

柱及び梁 □ □ □ 内壁 □ □ □

外壁及び軒裏 □ □ □ 天井 □ □ □

バルコニー □ □ □ 小屋組 □ □ □

内壁 □ □ □ 屋根 □ □ □

天井 □ □ □

小屋組 □ □ □

その他

（蟻害） □ □ □

（腐朽・腐食） □ □ □

（配筋調査） □ □ □

（コンクリート圧縮強度） □ □ □
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の有無

※調査対象がない部
位は二重線で隠すこ
と

不明
確認した書類の
名称

耐震性に関する書類の確認 □ 適合 □ 不適合 □

号
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建築士事務所登録番号 知事登録 第 号

建築士登録番号
大臣登録
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階数 地上

建
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調
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実
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者

調査実施者の氏名

調査実施者への講習の
実施講習機関名及び
修了証明書番号

建築士資格種別 □ 一級 □ 二級 □ 木造

□ その他（混構造等）

階 延床面積

本調査の実施日

　調査の区分
一戸建ての住宅

共同住宅等　　（ 住戸型 住棟型　）

＜構造耐力上主要な部分に係る調査部位＞
＜雨水の浸入を防止する部分に
　　　　　　　　係る調査部位＞

劣化事象等の有無
建物状況調査基準に基づく劣化事象等の有無
（下の『各部位の劣化事象等の有無』欄も記入すること）

□ 有 □ 無

□ 木造 □

階・地下

鉄骨造

建物状況調査の結果の概要（調査報告書用）

作成日

部屋番号 号室

建
　
　
物

建物名称 様邸

所在地

㎡

構造種別

（第2面）

住居表示

地名地番

（共同住宅の場合）
マンション
等の名称

【木造・鉄骨造】

宅地建物取引業法改正による既存住宅状況調査技術者講習について

昇　　勇（社会貢献委員会 インスペクション担当理事）
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モ
デ
ル
構
築
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

■
は
じ
め
に

　

河
内
長
野
市
は
、
大
阪
府
の
南
東
端
に
位
置

し
、
多
く
の
自
然
と
、
歴
史
遺
産
を
有
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
五
〇
年
前
後
に
民
間

事
業
者
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
開
発
団
地
で
の
急

激
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
、本
市
に
と
っ

て
最
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
立
ち
上
げ

　

本
市
は
、
半
数
以
上
の
市
民
が
こ
の
よ
う
な

開
発
団
地
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
開
発

団
地
の
今
後
の
有
り
方
の
検
証
が
必
要
と
な
り
、

平
成
二
六
年
度
か
ら
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
本
市
南
部
の
開
発
団
地
の
玄
関
口

に
位
置
し
、
一
定
の
生
活
利
便
施
設
を
有
し
な

が
ら
、
廃
校
跡
地
や
、
空
き
家
を
多
く
抱
え
る

Ｕ
Ｒ
団
地
︵
一
二
一
五
戸
︶
が
あ
る
南
花
台
を

モ
デ
ル
地
区
と
定
め
、
社
会
実
験
的
に
ま
ち
づ

く
り
を
研
究
し
、
地
域
の
課
題
解
決
と
そ
の
可

能
性
を
模
索
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　

当
時
、
関
西
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
団
地
再

編
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト︵
代
表
：
江
川
直
樹
教
授
︶が
、

南
花
台
の
Ｕ
Ｒ
団
地
を
題
材
に
空
間
イ
メ
ー
ジ

を
提
案
す
る
﹁
団
地
再
編CO

M
PET

IT
IO

N
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﹂
を
実
施
さ
れ
て
お
り
、
一
方
、
大
阪
府

で
は
大
阪
府
市
医
療
戦
略
会
議
の
七
つ
の
提
言

の
ひ
と
つ
で
あ
る
﹁
ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン
グ
・
シ

テ
ィ
﹂
の
推
進
を
掲
げ
ら
れ
、
モ
デ
ル
地
区
を

定
め
推
進
し
て
い
く
方
向
性
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
河
内
長
野
市
、
関
西
大
学
、

大
阪
府
の
取
組
み
が
一
体
と
な
り
、﹁
南
花
台

ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン
グ
・
シ
テ
ィ
﹂
団
地
再
生

モ
デ
ル
事
業
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

■「
南
花
台
ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン
グ
・
シ

テ
ィ
」
団
地
再
生
モ
デ
ル
事
業
の
概
要

　

平
成
二
六
年
一
〇
月
よ
り
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
、

㈱
タ
ニ
タ
︵
健
康
機
器
︶、㈱
コ
ノ
ミ
ヤ
︵
ス
ー

パ
ー
︶
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

本
事
業
の
名
称
を
、
地
域
の
住
民
と
共
に

﹁
咲
っ
く
南
花
台
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂︵
咲
っ
く⇒

Ｓ
Ａ
Ｃ⇒

ス
マ
ー
ト
・
エ
イ
ジ
ン
グ
・
シ
テ
ィ
︶

と
名
付
け
ま
し
た
。　

　

ま
ず
は
、
地
域
の
住
民
が
最
も
集
ま
る
場
所

で
あ
る
、
ス
ー
パ
ー
コ
ノ
ミ
ヤ
の
店
舗
内
の
一

画
を
お
借
り
し
、
毎
月
一
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
、
地
域
の
声
を
聞
く
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
た
。

　

関
西
大
学
の
学
生
が
行
う
こ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
、
地
域
の
自
治
会
の
役
員
、

各
種
団
体
の
代
表
者
、
地
域
の
住
民
が
フ
ラ
ッ

ト
に
意
見
が
言
え
る
場
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
当
初
は
、
白
紙
か
ら
検
討
を
始
め
る

こ
と
と
し
た
本
事
業
に
つ
い
て
﹁
何
が
始
ま
る

の
か
？
﹂﹁
何
が
し
た
い
の
か
？
﹂
な
ど
、
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
わ
れ
て
い
た
方
々
か

ら
は
厳
し
い
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
る
ご
と
に
、
少
し
ず

つ
事
業
が
具
体
化
し
、
理
解
が
少
し
ず
つ
浸
透

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
き
っ
か
け
に
、
㈱

コ
ノ
ミ
ヤ
の
芋
縄
社
長
に
も
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
空
き
店
舗
を
無
償

で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、
平

成
二
七
年
度
に
ま
ち
の
拠
点
﹁
コ
ノ
ミ
ヤ
テ
ラ

ス
﹂
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野

に
つ
い
て
話
題
が
出
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が

で
き
、
咲
っ
く
南
花
台
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
﹁
検

討
の
柱
と
取
組
み
の
進
め
方
﹂
を
確
認
し
、
総

合
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
る﹁
六
つ
の
活
動
﹂

の
実
施
を
決
定
し
ま
し
た
。

■
検
討
の
柱
と
取
組
み
の
進
め
方

　

検
討
の
柱
を
決
定
す
る
に
当
た
り
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
、
地
域
に
は
元
気
で
多
様
な

経
験
を
お
持
ち
の
住
民
の
方
々
が
た
く
さ
ん
お

ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

方
々
に
長
く
地
域
で
活
躍
で
き
る
場
を
つ
く
る

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
、﹁
健
康
寿
命

の
延
伸
﹂
と
﹁
元
気
な
住
民
の
活
躍
の
場
づ
く

り
﹂
を
検
討
の
柱
に
据
え
ま
し
た
。

　

取
組
み
の
進
め
方
は﹁
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
﹂

⇒

﹁
や
り
な
が
ら
考
え
る
﹂
の
ス
タ
ン
ス
で
進

め
る
こ
と
と
し
、
や
れ
る
こ
と
か
ら
同
時
多
発

的
に
取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
を
検
証
し
な
が
ら

次
の
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
徹
底
し
ま

し
た
。

■
六
つ
の
活
動

【
健
康
仲
間
づ
く
り
】

　

健
康
づ
く
り
を
通
じ
人
と
人
を
つ
な
ぐ
仕
組

み
を
構
築
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
健
康
分
野
で
多
様
な
ノ
ウ
ハ

ウ
を
お
持
ち
の
㈱
タ
ニ
タ
と
連
携
し
て
進
め
て

い
ま
す
。

　

活
動
量
計
と
体
組
成
計
を
活
用
し
、
体
の
状

態
の
見
え
る
化
を
図
る
タ
ニ
タ
健
康
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
活
用
し
、
島
田
病
院
や
大
阪
大
谷
大
学
の

協
力
を
得
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
ク
の
講
座
、
多
様
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
実

施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
八
〇
名
程
度
で
す
が
、
こ
の
取
組

み
を
通
じ
、
最
も
効
果
が
あ
っ
た
の
は
、
同
時

に
募
集
を
行
っ
た
健
康
ス
タ
ッ
フ
、サ
ポ
ー
タ
ー

が
約
二
〇
名
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。

　

健
康
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
、こ
の
取
組
み﹁
咲
っ

く
南
花
台
健
康
ク
ラ
ブ
﹂
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ

き
、
ま
た
看
護
師
や
管
理
栄
養
士
・
介
護
福
祉

士
・
社
会
福
祉
士
等
の
資
格
を
持
つ
健
康
ス

タ
ッ
フ
に
は
健
康
相
談
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
平
成
二
九
年
度
は
健
康
ス
タ
ッ
フ
が

中
心
と
な
り
社
会
福
祉
協
議
会
等
と
連
携
し

﹁
ま
ち
の
保
健
室
﹂
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

健
康
づ
く
り
を
通
じ
、
ひ
と
の
つ
な
が
り
を

生
み
出
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
悩
み
を
気
軽

大
阪
府
内
の
ホ
ッ
ト
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

連
載 

第
三
十
三
回  

河
内
長
野
市
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に
聞
け
る
場
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
生
き
が
い
づ
く
り
】

　

ま
ち
づ
く
り
を
生
き
が
い
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
活
躍
の
場
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と
考
え

ま
し
た
。

　

現
在
は
コ
ノ
ミ
ヤ
で
買
い
物
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
買
い
物
の
帰
り
に
、

地
域
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
買
っ
た
方
と
一
緒
に
、

会
話
を
し
な
が
ら
家
ま
で
届
け
る
シ
ス
テ
ム
で

行
っ
て
い
ま
す
。
当
初
は
二
週
間
の
期
限
で
始

め
て
み
ま
し
た
が
、
地
域
の
反
響
が
大
き
く
、
昨

年
一
二
月
に
開
始
し
た
こ
の
取
組
み
が
今
も
継

続
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
多
様
な
生
活
支
援
の

仕
組
み
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
ま
ち
の
情
報
発
信
】

　

地
域
に
は
多
く
の
活
動
が
あ
り
な
が
ら
、
参

加
し
て
い
る
住
民
し
か
知
ら
な
い
活
動
が
た
く

さ
ん
有
り
、
ま
た
、
お
い
し
い
お
店
な
ど
、
地

域
の
魅
力
的
な
情
報
も
、
知
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
地
域
住
民
の
た
め
の
地
域
住
民
に
よ

る
情
報
発
信
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
平
成
二
七

年
八
月
に
ま
ち
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
咲
っ
く
南

花
台
．Ｃ
Ｏ
Ｍ
﹂
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

現
在
は
地
域
の
情
報
を
集
め
て
い
た
だ
け
る

住
民
︵
南
花
台
記
者
ク
ラ
ブ
︶
も
生
ま
れ
、日
々

情
報
が
更
新
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
れ
ば
地
域
で
何
が
起
き
て
い
る

か
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
年
七
月
か
ら
は
、
ま
ち
の
情
報
誌

と
し
て
﹁
コ
ノ
テ
ラ
通
信
﹂
を
毎
月
発
行
し
て

い
ま
す
。
全
戸
配
布
を
行
い
、
こ
の
情
報
誌
に

よ
り
﹁
咲
っ
く
南
花
台
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
の
地

域
住
民
へ
の
認
識
が
一
気
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
情
報
発
信
を
通
じ
、
繋
が
っ
た

事
業
者
に
よ
り
、
一
〇
年
前
に
一
旦
解
散
し
た

商
店
会
が
復
活
し
、
若
手
事
業
者
が
中
心
と

な
っ
た
ニ
ュ
ー
タ
イ
プ
の
商
店
会
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

【
子
育
て
・
子
育
ち
環
境
づ
く
り
】

　

も
と
も
と
地
域
の
福
祉
委
員
の
方
々
が
実
施

し
て
い
た
子
育
て
の
取
組
み
を
支
援
す
る
形
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
時
集
会
所
で
実
施
し

て
い
た
就
園
前
の
子
ど
も
の
遊
び
場
づ
く
り
と

親
の
交
流
を
目
的
に
し
た
取
組
み
で
あ
る
﹁
ニ

コ
ニ
コ
サ
ロ
ン
﹂
を
コ
ノ
ミ
ヤ
テ
ラ
ス
で
実
施

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
集
会
所
で
は
一
組
や

二
組
た
ま
に
は
〇
組
の
日
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
が
、
コ
ノ
ミ
ヤ
テ
ラ
ス
で
す
る

こ
と
に
よ
り
一
〇
組
以
上
の
参
加
が
あ

り
、
二
か
月
に
一
回
実
施
し
て
い
た
こ

の
取
組
み
も
現
在
は
毎
月
行
え
る
よ
う

に
な
り
、
今
で
は
参
加
者
も
か
な
り
増

え
、
コ
ノ
ミ
ヤ
テ
ラ
ス
が
手
狭
に
な
っ

て
い
る
よ
う
な
状
況
で
す
。

　

平
成
二
九
年
度
か
ら
は
地
域
内
の
保

育
園
や
幼
稚
園
、
小
学
校
等
と
連
携
し

新
た
な
子
育
て
・
子
育
ち
に
繋
が
る
取

組
み
を
実
施
し
ま
す
。

り
ま
し
た
。

■
今
後
の
展
開

　

こ
の
よ
う
に
南
花
台
地
域
で
は
、
コ
ノ
ミ
ヤ

テ
ラ
ス
を
中
心
と
し
た
多
世
代
交
流
が
生
ま
れ

る
ま
ち
づ
く
り
活
動
や
生
活
支
援
な
ど
の
活
動

が
同
時
多
発
的
に
行
わ
れ
、
加
え
て
看
護
専
門

学
校
開
校
、
Ｕ
Ｒ
団
地
再
生
事
業
開
始
、
商
店

会
復
活
な
ど
、
当
初
想
定
も
し
な
か
っ
た
可
能

性
が
一
気
に
広
が
り
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の

機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
二
年
間
の
社
会
実
験
的
取
組
み

を
通
じ
、
導
い
た
答
え
は
、
社
会
状
況
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
を

逃
が
さ
な
い
た
め
、
ま
た
多
様
な
活
動
の
継
続

と
発
展
の
た
め
、﹁
咲
っ
く
南
花
台
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
﹂
を
地
域
の
総
力
で
﹁
や
り
つ
づ
け
る
﹂

こ
と
で
す
。

　

そ
の
為
、
今
後
は
﹁
や
り
つ
づ
け
る
﹂
体
制

と
仕
組
み
づ
く
り
を
研
究
し
、
少
し
ず
つ
構
築

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
み
ん
な
の
拠
点
づ
く
り
】

　

平
成
二
七
年
一
〇
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
コ
ノ

ミ
ヤ
テ
ラ
ス
は
、
関
西
大
学
学
生
が
中
心
と
な

り
、
三
六
五
日
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
健
康
ス
タ
ッ
フ
の
相
談
会
と
ニ
コ

ニ
コ
サ
ロ
ン
、
ラ
ジ
オ
体
操
︵
毎
朝
一
〇
時
︶

を
行
う
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
。

　

河
内
長
野
市
・
関
西
大
学
・
地
域
住
民
で
﹁
コ

ノ
ミ
ヤ
テ
ラ
ス
運
営
研
究
会
﹂
を
組
織
し
、
そ

の
活
用
を
研
究
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を

掛
け
て
理
想
的
な
ま
ち
の
拠
点
を
創
出
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
利
用
で
す
が
、
利
用
者
も
徐
々

に
増
え
て
き
て
、小
学
生
と
そ
の
お
母
さ
ん
や
、

高
齢
者
が
、
目
的
も
な
く
気
軽
に
立
ち
寄
れ
、

日
常
の
中
で
自
然
に
交
流
で
き
る
拠
点
に
な
っ

て
い
ま
す
。

【
ス
ト
ッ
ク
活
用
】

　

南
花
台
で
は
、
当
初
二
校
あ
っ
た
小
学
校
を

平
成
二
五
年
三
月
に
統
合
し
た
た
め
、
閉
校
と

な
っ
た
小
学
校
施
設
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
施

設
の
跡
地
活
用
を
地
域
の
住
民
の
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
検
討
を
進
め
た
結
果
、
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
関
係
が
生
ま
れ
た
医
療
法
人
錦
秀

会
に
よ
り
看
護
専
門
学
校
を
設
置
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
、
平
成
二
九
年
四
月
六
日
に
学
校
法

人
阪
和
学
園
錦
秀
会
看
護
専
門
学
校
と
し
て
開

校
し
ま
し
た
。

　

改
修
工
事
は
関
西
大
学
の
設
計
提
案
に
よ
り

行
わ
れ
、
地
域
の
衰
退
を
象
徴
し
て
い
た
小
学

校
跡
地
が
、
新
た
な
地
域
の
資
源
と
し
て
息
を

吹
き
返
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
中
心
に
あ
り
、
空
き
住
戸
が

目
立
つ
Ｕ
Ｒ
団
地
に
お
い
て
も
、
平
成
二
九
年

二
月
よ
り
﹁
集
約
型
団
地
再
生
事
業
﹂
が
始
ま

河内長野市

谷
ノ
上
　
浩
久

　
河
内
長
野
市 

総
合
政
策
部 

政
策
企
画
課 

参
事
　

一
九
六
八
年
生
ま
れ
。
近
畿
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
後
、民
間

経
験
を
経
て
二
〇
〇
一
年
四
月
同
市
入
庁
、市
営
住
宅
の
建
替
え
、開

発
指
導
、住
宅
耐
震
等
を
担
当
し
、二
〇
一
一
年
四
月
か
ら
二
年
間
大

阪
府
都
市
整
備
部
総
合
計
画
課
に
研
修
生
と
し
て
派
遣
、都
市
計
画
や

他
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
学
び
、二
〇
一
三
年
四
月
よ
り
現
職
に
至
る
。

コノテラ日常の様子

コノテラ集合写真
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Gallery 建築作品紹介 設計監理：徳岡設計
建築施工：中尾・中和特定建設共同企業体

本施設は、農業研究開発センターがこの敷地内に移転再整備され
ることを機に、なら食と農の魅力創造国際大学校と相乗的に機能
を強化、集約して再整備することで県農業を支援する拠点として
計画された。建築は圃場への日影を抑えた寄棟の屋根形状として、
風景に溶け込むよう配慮した。家具を含め、奈良県産材を主に採
用した内部空間は、木の温もりに包まれている。古墳を臨む空間
での日々の研究活動、そのフォルムに呼応させた交流・サロン棟
は、「これからの農業」を地域とともに考え、過去・現代・未来
を繋ぎ、共生する場として歩み始めた。　（藤城義丈／徳岡設計）

所 在 地：奈良県桜井市
用　　途：研究所・学校
竣　　工：2017.02
構造規模：W 造 2 階
　　　　　RC 造 2 階他
敷地面積：98,362㎡
建築面積：6,877㎡
延床面積：7,665㎡
屋根工事：新星商事
木 構 造：SMB 建材
木 工 事：甲村木材
写　　真：Lenswork・
　　　　　天童木工

施設全景

交流・サロン棟 図書室

本館 エントランスホール
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Gallery 建築作品紹介 農業研究開発センター・なら食と農の魅力創造国際大学校（池之内校舎 アグリマネジメント学科）

右：本館　左：交流・サロン棟

交流・サロン棟 ホール吹抜け
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Gallery 建築作品紹介 西荻 HILLS 設計：A&U 建築企画一級建築士事務所
施工：協和営造

交通至便で閑静な住宅街に、オーナーの自邸を含む良質な賃貸住宅とし
て計画された。
建築テーマとしては、比較的交通量の少ない東側道路側にメインアプ
ローチを設け、古くからの閑静な環境に配慮して、出来るだけ主張しな
いデザインを心がけた。
又、外観ファサードを 3 階建コンクリート打放しとし、3 階東北側に広
いデッキテラスを設け、このテラスからは視界が開け、遠く武蔵野の面
影残す緑が望まれ、四季の移り変わりや風、光など自然を楽しめるスペー
スとなっている。

所 在 地：東京都杉並区
用　　途：集合住宅
竣　　工：2017.03
構造規模：鉄筋コンクリー
　　　　　ト造　3 階建
敷地面積：215.91㎡
建築面積：149.67㎡
延床面積：367.41㎡
写　　真：井上直人

 建築人賞 記念盾　「未来へ！」
 グラスアーティスト 三浦啓子作

会報誌『建築人』では、Gallery に 掲載する作品を
募集しています。

詳しくは、公益社団法人大阪府建築士会『建築人』
Gallery 建築作品掲載係まで。

※モノクロページは住宅に限ります。

【掲載料】
　カラー　 ２ページ　２０万円
　カラー　 １ページ　１０万円
　モノクロ ２ページ　１０万円
　モノクロ １ページ　　５万円

『建築人』Gallery 掲載作品 募集中
2017

第 10 回
建築人賞
主催：公益社団法人 大阪府建築士会

公益社団法人大阪府建築士会では
本誌「建築人」のGallery に掲載された建築作品を対象に
社会性、芸術性、時代性を考慮して、顕彰、公表することにより
建築技術の進展、建築文化の向上に資することを目的として
建築人賞を実施しています。  

■ 第 10 回 対象作品
「建築人」2017 年１月号から 2017 年 12 月号まで
Gallery に掲載された建築作品
※建築種別、建築地を問わない。但し、竣工検査済証を受けたもの

■ 表彰（設計者に対して）
建築人賞　　  （賞状と記念盾）
建築人奨励賞  （賞状）
※建築主・施工者には感謝状授与

■ 受賞発表
建築人 2018 年７月号誌面（予定）

■ 問い合わせ
公益社団法人大阪府建築士会「建築人賞」係
TEL 06-6947-1961 FAX 06-6943-7103

■ 審査方法（２段階審査・予定）
一次審査　建築人誌面、公開プレゼンテーションにより選定
二次審査　現地確認により選定

■ 審査委員長　古谷 誠章（早稲田大学教授） 
1955年　東京都生まれ
1978年　早稲田大学理工学部建築学科卒
1980年　早稲田大学大学院修了
1986～1987年　文化庁芸術家在外研修員として
　　　　　　　マリオ・ボッタ事務所在籍
1994年～　八木佐千子とスタジオナスカ（現NASCA）
　　　　　共同設立
1994年～　早稲田大学理工学部助教授
1997年～　早稲田大学教授
本年度より建築人審査委員長
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連
載
　
建
築
の
射
程

　

こ
れ
ら
の
地
域
は
、
い
わ
ゆ
る
工
場
三
法
に

よ
り
長
ら
く
開
発
に
制
限
を
受
け
て
き
た
が
、

二
〇
〇
七
年
の
企
業
立
地
促
進
法
制
定
に
よ
っ
て

制
限
が
緩
和
さ
れ
る
と
、
法
制
上
の
支
援
措
置

や
財
政
、
金
融
支
援
を
活
用
し
て
積
極
的
に
工

場
や
企
業
誘
致
が
行
わ
れ
た
。

　

関
西
で
も
三
重
県
・
亀
山
市
や
大
阪
府
・
堺
市
、

兵
庫
県
・
尼
崎
市
等
の
最
新
パ
ネ
ル
製
造
工
場
の

誘
致
事
例
が
有
名
だ
が
、
そ
の
後
の
展
開
は
周
知

の
通
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
国
際
分
業
体
制

の
進
展
が
も
た
ら
す
製
造
拠
点
の
短
サ
イ
ク
ル
化

に
よ
っ
て
、
一
〇
年
も
経
た
ず
減
産
縮
小
、
海
外

移
転
、
最
悪
は
閉
鎖
が
全
国
的
に
相
次
ぐ
状
態

と
な
っ
た
。
開
発
の
観
点
か
ら
言
う
と
、
現
代
の

グ
ロ
ー
バ
ル
製
造
拠
点
は
本
質
的
に
フ
ッ
ト
ル
ー
ス

な
も
の
で
あ
り
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

と
は
矛
盾
す
る
。

　

ま
た
、
都
心
部
の
拡
大
に
よ
り
都
心
に
隣
接
す

る
好
立
地
の
港
湾
地
区
で
も
、
港
湾
機
能
を
移

転
し
て
再
開
発
を
進
め
る
動
き
が
あ
る
も
の
の
、

用
途
に
制
限
が
多
い
こ
と
に
加
え
、
倉
庫
等
の
施

設
の
移
転
や
物
流
道
路
の
み
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の

悪
さ
な
ど
、
再
開
発
へ
の
課
題
は
多
い
。

　
こ
の
よ
う
に
大
都
市
圏
に
お
け
る
都
市
再
生
の

軸
足
は
臨
海
部
低
開
発
地
域
に
移
り
つ
つ
あ
る
中

で
、
都
心
部
の
よ
う
な
容
積
率
の
緩
和
に
値
す
る

ウ
ル
ト
ラ
Ｃ
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
存
在
せ
ず
、
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
不
足
が
よ
り
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

② 

国
内
Ｉ
Ｒ
導
入
の
文
脈

　

海
外
の
先
行
事
例
を
見
る
と
、
Ｉ
Ｒ
は
二
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
の
広
大
な
敷
地
を
必
要
と
す
る
と

言
わ
れ
、
年
間
数
百
万
か
ら
数
千
万
の
来
場
者

数
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
カ
ジ
ノ
と
い

う
社
会
的
影
響
の
大
き
い
施
設
を
抱
え
る
性
格

上
、
大
都
市
に
あ
り
な
が
ら
生
活
圏
か
ら
隔
離

さ
れ
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
、
ベ
イ
エ
リ
ア
区
域

が
立
地
と
し
て
選
ば
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
現
在
、

国
内
Ｉ
Ｒ
候
補
地
と
呼
ば
れ
る
地
域
を
図
に
示
し

て
み
た
。

　

東
京
都
・
台
場
︵
臨
海
副
都
心
︶、
横
浜
市
・

山
下
ふ
頭
、
大
阪
市
・
夢
洲
お
よ
び
そ
の
他
の
地

域
を
見
て
も
、ほ
と
ん
ど
の
候
補
地
が
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ロ
ン
ト
に
立
地
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は

い
ず
れ
も
水
辺
の
特
性
を
生
か
し
、
新
た
な
都
市

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
大
規
模
集
客
施
設
や
人
々
を

呼
び
込
む
特
色
あ
る
施
設
の
導
入
、
世
界
一
級
の

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
イ
ベ
ン
ト
誘

第
50
回

　

前
号
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
メ
ル
ボ
ル
ン
の
Ｉ
Ｒ

が
、
観
光
振
興
以
外
に
低
開
発
地
域
の
開
発
や

再
生
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ

と
に
つ
い
て
触
れ
た
。
本
稿
で
は
、
昨
年
推
進
法

が
成
立
し
た
ば
か
り
の
我
が
国
の
Ｉ
Ｒ
導
入
に
お
い

て
同
様
の
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
、
と
く
に
夢

洲
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

① 

低
開
発
地
域
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
不
足

　

我
が
国
で
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
企
業
は
経
営
効

率
の
悪
い
地
方
か
ら
都
市
部
へ
と
機
能
を
移
転
・

集
中
さ
せ
、
地
方
で
の
就
業
機
会
減
少
と
と
も
に

主
に
若
年
層
の
大
都
市
圏
へ
の
人
口
集
中
が
進
ん

で
き
た
。

　

二
〇
〇
二
年
に
制
定
さ
れ
た
都
市
再
生
特
別

措
置
法
は
、
そ
れ
ま
で
の
三
大
都
市
圏
へ
の
集
中

を
抑
制
す
る
方
針
を
転
換
、
こ
の
大
都
市
圏
集

中
、
都
心
回
帰
の
流
れ
を
促
進
す
る
大
き
な
要

因
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
法
律
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
ら
れ
た
︵
特

定
︶
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
で
は
、
土
地
利

用
規
制
の
緩
和
や
、
都
市
計
画
の
提
案
・
事
業

認
可
等
の
手
続
期
間
の
短
縮
、
民
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
対
す
る
金
融
支
援
や
税
制
支
援
と
い
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
民
間
事
業
者
に
与

え
ら
れ
、
都
市
の
国
際
競
争
力
強
化
の
面
で
多

く
の
成
功
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
生
み
出
し
て
い
る
。
民

間
事
業
者
に
こ
れ
ら
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え

る
代
わ
り
に
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
公
共
の一

部
を
担
う
こ
と
を
一
定
の
義
務
と
す
る
仕
組
み
は
、

興
味
深
い
こ
と
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
が
Ｉ
Ｒ
事
業

者
に
与
え
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
義
務
化
さ
れ
た

公
共
投
資
・
運
営
の
そ
れ
に
類
似
し
て
い
る
。

　

東
京
、
大
都
市
圏
へ
の一
極
集
中
を
も
た
ら
し

た
弊
害
は
あ
る
も
の
の
、
大
都
市
都
心
部
再
生
に

は一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き
た
と
評
価
で
き
よ
う
。

そ
の一
方
で
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
、
ベ
イ
エ
リ
ア

等
の
低
開
発
地
域
は
、
依
然
と
し
て
停
滞
傾
向

に
あ
る
。

勝見　博光
シンガポール政府が IR 導入を国会で決議した 2005 年に、IR 関連分野を主要事業とする㈱グローバルミックスを設立。
MICE・IR 分野で観光庁、大阪府等の委員を歴任。また、大阪商工会議所「インバウンド振興方策検討会」アドバイザー、関西経済同友会関
西 MICE・IR 推進委員会「ビジネスモデル検討分科会」座長等経済団体の職務につく。本年 3 月より大阪府市 IR 推進会議委員。

先月号に引き続き、本年 3 月より府市 IR 推進会議委員を務められている勝見博光さんに IR による都市開
発について寄稿いただきました。後編の本号は、国内で IR を導入する仕組みと、大阪の候補地である夢
洲の特性とその課題について解説いたします。

IRによる都心臨海部の再生（後編）夢洲の夢ふたたび

山下ふ頭（横浜市）　　　　　　　　　　　  横浜市港湾局 HP より

夢洲（大阪市）　　　　　　　　　　　　　　　　  大阪市 HP より

出所：写真提供は東京都港湾局　「カジノ IR ジャパン」加工
台場（東京）　　　　　　　　　　　　 カジノ IR ジャパン HP より
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Ｏ
Ｌ
︶
を
高
め
、
非
日
常
空
間
を
感
じ
ら
れ

る
長
期
滞
在
者
用
の
機
能
や
そ
の
関
連
機
能

を
配
置

︵
夢
洲
ま
ち
づ
く
り
構
想
︵
案
︶
よ
り
抜
粋
︶

　

ま
た
、
夢
洲
は
開
発
当
初
よ
り
利
用
計
画
の

変
更
が
度
々
行
わ
れ
、
用
途
が
混
在
し
て
い
る
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
夢
洲
を
世
界
標
準
の

デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
世
界
中
に
発
信
し

て
い
く
に
は
全
体
で
統
一
感
の
あ
る
街
区
を
形
成

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
夢
洲
全
体

の
将
来
を
見
据
え
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
空
間
デ
ザ

イ
ン
や
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
の
構
築
が
重
要

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
全
体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
夢
洲

が
今
後
の
ベ
イ
エ
リ
ア
開
発
の
核
と
な
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
Ｉ
Ｒ
事
業
者
任
せ
で
は
な
く
、
多
く

の
地
元
企
業
が
コ
ミ
ッ
ト
す
る
体
制
も
検
討
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
街
が
継
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
、
Ｉ
Ｒ
事
業
者
に
対
し
長
期
間
に
渡
り
再

投
資
を
担
保
さ
せ
る
開
発
契
約
や
仕
組
み
も
必

要
で
あ
る
。
ま
た
環
境
保
全
や
公
共
空
間
の
維

持
管
理
に
は
、
セ
ン
ト
ー
サ
島
で
採
用
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
入
島
料
、
環
境
維
持
税
も
検
討
し
、

維
持
発
展
の
た
め
の
原
資
と
す
る
こ
と
も
有
効
で

あ
ろ
う
。

④ 

大
阪
Ｉ
Ｒ
が
も
た
ら
す
も
の

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
Ｉ
Ｒ
先
進
国
で

あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
Ｉ

Ｒ
を
低
開
発
地
域
開
発
の
核
と
位
置
づ
け
、
ま

ち
の
回
遊
性
や
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
こ
と
に
成

功
、
都
市
再
生
・
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
大
き

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

　

大
阪
に
お
い
て
も
、
夢
洲
へ
の
Ｉ
Ｒ
導
入
が
長

年
停
滞
し
て
い
た
臨
海
部
に
開
発
推
進
力
と

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
も
た
ら
し
、
足
元
の
し
っ
か
り

し
た
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
発
展
を
遂
げ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

致
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
開
発
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
の
流
入
と
地
域
住
民

へ
の
憩
い
の
場
の
提
供
を
目
指
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
大
規
模
で
き
わ
め
て
投
資
効

率
の
悪
い
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
や
劇
場
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

等
を
含
む
開
発
に
対
し
、
臨
海
部
低
開
発
地
域

は
、
民
間
の
開
発
意
欲
を
高
め
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
十
分
に
持
ち
得
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
法
案
に
も
す
で
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
収
益
性
の
き
わ
め
て
高
い
カ
ジ
ノ
事
業
を
運

営
す
る
ラ
イ
セ
ン
ス
を
制
限
的
に
配
置
︵
当
初
全

国
で
二
、三
ヶ
所
、
最
終
的
に
も
一
〇
ヶ
所
以
内
。

か
つ
て
の
リ
ゾ
ー
ト
法
の
反
省
と
も
言
わ
れ
て
い

る
︶、
市
場
へ
の
供
給
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

で
事
業
者
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
代
わ
り
に
し
よ

う
と
意
図
さ
れ
て
い
る
。

　
﹁
特
許
﹂
に
近
い
ラ
イ
セ
ン
ス
供
与
に
よ
っ
て
開

発
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
担
保
、
そ
の
見
返
り
と
し

て
地
域
は
新
た
な
財
政
負
担
な
し
に
、
低
開
発

地
域
の
再
生
と
公
共
的
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
を
民
間

事
業
者
に
よ
る
投
資
・
運
営
に
よ
っ
て
手
に
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
が
開
発
面
か
ら
見
た
自

治
体
サ
イ
ド
の
Ｉ
Ｒ
導
入
の
狙
い
で
あ
ろ
う
。

③ 

大
阪
へ
の
導
入
課
題

　

地
域
一
体
と
な
っ
て
Ｉ
Ｒ
誘
致
に
邁
進
す
る
大

阪
は
、
最
有
力
候
補
地
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
立
地
先
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
る
夢
洲
に
は
、
低
開
発
地
域
共
通
の
多

く
の
課
題
が
残
っ
て
い
る
。 

●
脆
弱
な
交
通
イ
ン
フ
ラ

　

現
在
、
入
島
手
段
は
非
常
に
制
限
さ
れ
て
お

り
、
車
か一
部
路
線
バ
ス
の
み
可
能
な
状
態
で
あ

る
。
道
路
は
最
寄
り
の
湾
岸
舞
洲
ラ
ン
プ
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
が
基
本
と
さ
れ
て
お
り
、
橋
梁
を
拡
幅

︵
現
状
四
車
線
を
六
車
線
に
︶
す
る
こ
と
や
、
将

来
的
な
街
の
成
熟
に
伴
う
交
通
需
要
に
対
す
る
新

ル
ー
ト
確
保
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鉄

道
イ
ン
フ
ラ
は
、夢
洲
駅
を
中
心
に
、北
ル
ー
ト︵
Ｊ

Ｒ
桜
島
線
延
伸
、
京
阪
中
之
島
線
延
伸
︶
と
南

ル
ー
ト
︵
地
下
鉄
中
央
線
延
伸
︶
の
二
方
向
が

計
画
・
検
討
さ
れ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　

ベ
イ
エ
リ
ア
の
発
展
に
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

不
可
欠
で
あ
る
が
、
財
政
上
の
問
題
も
あ
り
進
ん

で
い
な
い
現
状
に
お
い
て
、
圧
倒
的
な
収
益
力
と

集
客
力
を
持
つ
Ｉ
Ｒ
導
入
が
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
絶
好
の
機
会
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

●
基
盤
整
備
と
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
開
発
の
必
要
性

　

広
大
な
夢
洲
の
基
盤
整
備
に
は
官
民
に
よ
る
協

力
体
制
が
不
可
欠
で
あ
り
、
自
治
体
の
財
政
状

況
を
鑑
み
て
も
新
た
な
社
会
資
本
整
備
手
法
と

し
て
Ｐ
Ｐ
Ｐ
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
不
可
欠
で
あ
ろ

う
。
改
正
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
以
降
検
討
さ
れ
て
い
る
民
間

に
よ
る
持
ち
込
み
型
の
提
案
を
積
極
的
に
受
け
付

け
る
こ
と
も
ひ
と
つ
の
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
。

　

埋
立
計
画
も
完
了
す
る
ま
で
十
数
年
を
要
す

る
見
通
し
で
、
ま
ち
づ
く
り
は
長
期
に
わ
た
る
段

階
的
整
備
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
戦
略
的
な
開

発
整
備
の
枠
組
み
が
必
要
と
な
る
。

◦
第
一期
整
備
︵
約
七
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
︶

　

Ｉ
Ｒ
を
核
に
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施

設
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
施
設
、
商
業
・
飲

食
施
設
な
ど
を
整
備

◦
第
二
期
整
備
︵
約
六
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
︶

　

万
博
開
催
後
の
用
地
に
お
い
て
、
第
一
期
に

導
入
さ
れ
た

エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
機

能
の
拡
充
や

大
阪
が
強
み

を
有
す
る
最

先
端
技
術
の

実
証
・
実
践

の
取
り
組
み
と
の
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
産

業
・
ビ
ジ
ネ
ス
機
能
や
そ
の
関
連
機
能
を
導
入

◦
第
三
期
整
備
︵
約
四
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
︶

　

最
先
端
技
術
の
活
用
に
よ
り
生
活
の
質
︵
Ｑ

日本の主な IR 候補地鉄道アクセス

夢洲の段階的整備構想
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理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時　

四
月
十
九
日
︵
水
︶　

十
六
時
～
十
八
時

場
所　

本
会
会
議
室

出
席　

理
事
三
八
名　

監
事
二
名

　
　
　

名
誉
会
長
他
一
一
名　

役
員
候
補
者
三
名

︵
１
︶
二
八
年
度
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て

二
八
年
度
の
収
支
決
算
は
、
当
初
予
算
に
対
し
て

六
三
七
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
当
期
一
般

正
味
財
産
増
減
額
は
九
、七
〇
九
、五
〇
〇
円
と
な

り
、
一
般
正
味
財
産
期
首
残
高
二
五
、四
九
四
、四

一
七
円
か
ら
同
期
末
残
高
を
三
五
、二
〇
三
、九
一

七
円
と
報
告
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
退

職
手
当
積
立
預
金
に
約
三
三
〇
万
円
を
充
当
し
た

こ
と
で
、
退
職
給
付
引
当
金
と
同
額
に
な
り
健
全

な
財
政
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

二
八
年
度
の
黒
字
は
、
委
員
会
事
業
収
支
が
堅
調

に
推
移
し
、
会
員
数
の
減
少
が
当
初
想
定
の
一
五

〇
名
か
ら
一
〇
二
名
に
縮
小
し
た
こ
と
や
二
級
建

築
士
試
験
合
格
者
が
例
年
よ
り
増
加
し
た
こ
と
が

大
き
な
要
因
で
す
。

︵
２
︶
二
八
年
度
監
査
報
告
に
つ
い
て

監
事
か
ら
、
事
業
報
告
は
法
令
及
び
定
款
に
従
い

法
人
の
状
況
を
正
し
く
示
し
て
お
り
、
理
事
の
職
務

の
執
行
に
関
し
て
法
令
や
定
款
に
違
反
す
る
事
実
は

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
計
算
書
類
や
財
産
目
録
は
、

法
人
の
財
産
及
び
損
益
の
状
況
を
適
正
に
表
示
し
て

い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

︵
３
︶
定
時
総
会
の
会
長
所
信
に
つ
い
て

会
長
所
信
は
、
建
築
士
の
技
術
向
上
講
習
の
強
化

は
も
と
よ
り
、
多
様
な
人
材
で
社
会
に
貢
献
す
る

活
動
を
重
視
し
、
既
存
住
宅
状
況
調
査
技
術
者
講

習
の
新
設
や
地
元
自
治
体
と
の
連
携
に
よ
る
応
急

危
険
度
判
定
活
動
、
弁
護
士
会
等
の
友
好
団
体
と

連
携
し
た
紛
争
解
決
業
務
等
、
多
岐
に
亘
る
社
会

貢
献
活
動
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
ま
す
。

建
築
相
談
室
か
ら 

十
三

　
　

 

二
〇
一
六
年
の
建
築
相
談
室文　

橋
本
頼
幸

　

二
〇
一
六
年
度
の
建
築
相
談
室
の
活
動
を
ま
と

め
ま
す
。
建
築
相
談
室
で
は
電
話
相
談
に
加
え
て
、

面
談
相
談
、
現
地
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
五
年
分
の
変
化
と
と
も
に
集
計
を
し
た
の
が
図

１
で
す
。

　

十
六
年
度
は
十
五
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
で
し
た
。
面

接
相
談
と
現
地
相
談
を
合
計
し
た
有
料
相
談
の
件

数
は
六
六
件
で
昨
年
度
六
六
件
と
同
数
で
し
た
。
こ

の
件
数
は
電
話
申
し
込
み
の
件
数
で
、
実
施
さ
れ
た

面
接
相
談
は
二
〇
件
、現
地
相
談
は
三
五
件
で
し
た
。

　

二
〇
一
三
年
四
月
か
ら
相
談
が
平
日
月
～
金
の
毎

日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
曜
日
別
集
計
は
昨
年
ま
で
と

異
な
り
、
月
曜
日
が
年
間
平
均
を
上
回
る
ほ
か
は
、

火
曜
日
か
ら
金
曜
日
は
ほ
ぼ
同
じ
と
な
り
ま
し
た
。

過
去
二
年
間
は
月
曜
日
・
水
曜
日
・
金
曜
日
が
多
く

従
前
の
相
談
曜
日
の
名
残
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
毎

日
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
こ
と
が
浸
透
し
て
い
る
の

か
、
曜
日
ご
と
に
平
準
化
さ
れ
て
い
る
と
み
え
ま
す
。

一
方
で
、
相
談
件
数
は
こ
こ
三
年
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
︵
図
２
︶。

　

相
談
者
の
属
性
は
、
建
築
主
︵
一
般
︶
が
主
で
す

が
、
供
給
側
で
あ
る
建
築
士
・
設
計
監
理
者
十
二

件
／
施
工
者
十
四
件
／
不
動
産
・
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
業

者
十
三
件
と
一
五
年
度
に
比
べ
微
増
し
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
か
ら
相
談
が
増
え
た
分
野
は
、﹁
新
築
・

新
築
の
考
え
方
﹂﹁
リ
フ
ォ
ー
ム
﹂﹁
維
持
管
理
﹂﹁
耐

震
﹂﹁
敷
地
・
協
会
・
地
盤
・
擁
壁
﹂
の
相
談
で
、

減
っ
た
相
談
は
﹁
品
質
・
瑕
疵
保
証
・
保
険
﹂﹁
コ
ス

ト
・
融
資
﹂﹁
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
﹂
で
し
た
。
変
化

が
ほ
と
ん
ど
無
い
の
は
﹁
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
高
齢
者
対

応
﹂﹁
設
備
﹂﹁
紛
争
﹂
で
し
た
。
今
年
か
ら
分
類

を
始
め
た
﹁
空
き
家
﹂
相
談
は
年
間
で
五
件
あ
り

ま
し
た
。

　
﹁
紛
争
﹂
の
相
談
に
つ
い
て
、
設
計
監
理
者
と
の

紛
争
が
十
三
件
、建
築
主
と
の
紛
争
が
十
一
件
あ
り
、

昨
年
同
様
建
築
士
が
紛
争
の
当
事
者
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

相
談
対
象
物
件
は
、
全
体
の
六
割
強
が
戸
建
て

︵
所
有
︶
で
し
た
が
、
昨
年
大
幅
に
増
え
た
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
の
相
談
が
例
年
程
度
の
数
に
落
ち
着
き
、

非
所
有
・
非
住
戸
も
増
え
相
談
内
容
も
昨
年
と
変

化
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
報
告
の
詳
細
な
内
容
は
大
阪
府
建
築
士
会
・

建
築
相
談
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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監修　　公益社団法人大阪府建築士会
　　　　建築情報委員会

編集　　建築情報委員会『建築人』編集部

　　　　委員長　　　飯田英二

　　　　編集人代表　荒木公樹

　　　　編集人　　　河合哲夫　　北　聖志

　　　　　　　　　　黒川祐樹　　中江　哲

　　　　　　　　　　橋本頼幸　　丸子勇人

　　　　　　　　　　牧野隆義

　　　　事務局　　　山本茂樹　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

 

大
阪
ホ
ン
マ
も
ん
解
説

写
真　

田
籠
哲
也　

文　

牧
野
隆
義

　

大
阪
市
の
西
区
に
は
、
古
く
か
ら
水
運
が
発
達

し
た
こ
と
も
あ
り
、
数
多
く
の
事
業
所
が
軒
を
連

ね
て
い
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
未
だ
に
人
気
の
高

い
レ
ト
ロ
ビ
ル
が
あ
る
。
そ
れ
が﹁
安
田
ビ
ル︵
第

一
ビ
ル
︶﹂
だ
。

　

場
所
は
、
市
内
で
も
大
規
模
を
誇
る
靭
公
園
の

東
北
角
に
位
置
し
、
京
町
堀
通
沿
い
に
彩
を
添
え

る
出
で
立
ち
だ
。
建
物
は
戦
前
の
昭
和
一
一
年

︵
一
九
三
六
年
︶
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
規
模

は
地
下
一
階
・
地
上
三
階
建
て
で
、
構
造
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
。
フ
ァ
ザ
ー
ド
の
特
徴
は
四
本

の
ド
リ
ス
式
飾
り
柱
だ
が
、
装
飾
は
シ
ン
プ
ル
に

纏
め
ら
れ
、
外
壁
の
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
の
風
合

い
が
街
並
み
に
溶
け
込
み
、
親
し
み
や
す
い
佇
ま

い
で
あ
る
。

　

現
在
も
こ
の
附
近
に
は
小
規
模
な
古
い
ビ
ル
が

多
く
建
ち
並
ん
で
い
る
。
建
築
や
デ
ザ
イ
ン
に
目

ざ
と
い
人
は
、
近
く
に
あ
る
柳
々
堂
︵
建
築
図
書

専
門
店
︶や
靭
公
園
な
ど
の
環
境
を
見
逃
さ
な
い
。

そ
れ
ら
を
受
と
め
る
レ
ト
ロ
ビ
ル
が
果
た
す
役
割

は
ま
だ
ま
だ
大
き
い
。

図 1　過去 5 年の相談件数の推移図 2　平成 28 年度の曜日別相談件数と処理数
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ENDO堺筋ビル　日建設計・大成建設

　遠藤照明のヘッドクオータービル。ファサードが織りな
す「光のミルフィーユ」は、まちを柔らかく照らし出し建
築を大胆に浮かび上がらせる装置。照明器具メーカーにし
か表現できない社会性と象徴性を実現した。ここで知的生
産をするワーカーたちが光の重層に溶け込みファサードに
アクティブな活動を投影する「人と建物と光が融合する建
築」を目指した。水平ルーバーを持つメインファサードの
カーテンウォールには LED アッパーライトを埋め込み、中
央可変制御によりさまざまな夜の表情を創り出すことがで
きる。簡易エアフロー空調を採用、各所の照明にはセンサー
やタッチパネルによる調光・調色システムを導入し、状況
に応じた光の演出と省エネルギー化を実現している。
撮影：Kouji Okamoto（Techni Staff）　第 8回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール

塚島　健（つかじま・けん）
1981年 神奈川県相模原市生まれ
2005年 法政大学大学院修了
2005年 日建設計 設計部 入社
現　 在 日建設計 NAD室

関山泰忠（せきやま・やすただ）
1981年 茨城県水戸市生まれ
2006年 京都工芸繊維大学大学 
 院修了
2006年 大成建設 入社
現　 在 大成建設 設計本部

■建物データ

建 築 主：株式会社 遠藤照明
設　　計：日建設計（基本設計・意図伝達）
　　　　　大成建設
施　　工：大成建設
所 在 地：大阪市中央区
用　　途：事務所
竣　　工：2015 年 3月
構造規模：S造
敷地面積：595.32 ㎡
建築面積：497.15 ㎡
延床面積：4,533.63 ㎡


